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【背景】近年、ヒトの触覚を模倣したソフトな触覚センサに注目が集まっている[1]。特に、物体の硬さを

識別できる硬さセンサは、把持時の力覚をリアルタイムに検出できるためロボットハンドや義手への応

用が期待できる。一方、これまでの硬さセンサは、無機 MEMS 技術によるものが多く、ソフト化に向け

たフレキシブル性向上と高感度化が実装上の課題であった[2,3]。本研究では、ナノカーボン材料を用いた

抵抗変化型感圧薄膜によるソフト硬さセンサを作製し、その特性評価を行ったので報告する。 

【実験】PEN フィルム上(50µm)上に電極として PEDOT:PSS をステンシル印刷法で成膜し(膜厚:5µm)、

120℃で 30 分アニールした。次に、感圧層として MWCNT と PDMS、ポリオキシエチレン-10-ステアリ

ルエーテル(PSE)、純水（PDMS: 45.9wt%, MWCNT: 2.3wt%, PSE: 6.4wt%, 溶媒:45.4 wt%）による溶

液材料を作製した。本溶液をステンシル印刷法にて基板上に成膜後、120℃で 1 時間アニールした。最後

に、作製したデバイスの上下に PDMS(膜厚:250µm)をカバー層として貼付した(Fig.1)。 

【結果と考察】 Fig. 2 に、感圧層部における印加圧力に対する抵抗変化値を示した。5 kPa の微弱圧力に

対しても明瞭な感度を示した。また、約 120 kPa の圧力にも感度を示したことから比較的広いダイナミッ

クレンジを有することが明らかになった。また Fig. 3 に、作製した硬さセンサを人指に実装し、異なる硬

さを有する物体を把持した際の抵抗値変化を示した。硬い物体に比べ、柔らかい物体を把持した際のセン

サの抵抗変化量が約 3 倍近く増加した。これは、同一の圧力に対してセンサの筐体変化率が異なるためだ

と推察される。当日は、圧力印加時の筐体構造変化や詳細な圧力試験結果についても報告する。 
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 Fig. 1 Schematic images of a fabricated soft 
hardness sensor. 

Fig. 2 Resistance change of 
the sensing layer at applied 
pressures.  

Fig. 3 Demonstration of 
hardness sensing with the 
fabricated devices.  
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